






はじめに 

 ビリルビンの光異性体である立体異性体および構造異体が解明され,新生児高ビリルビ

ン血症に対する光療法の作用機序が明らかとなって来た。 

 一方 1979年 Speck らにより 400～450nm の blueおよび blue white の波長の光に DNA 断

裂作用があると報告されて以来,その潜在的副作用が問題とされるようになって来た。より

安全な光療法を求めて 1982年 Vecchi らはこの生物学的に有害波長を含まない 500nm 以上

の green light にもビリルビンの低下作用のあることを臨床例で始めて報告した。さらに

若干の追試がなされ in vitro での光療法の作用機序の解明と相まって green light lamp

が注目をあびるようになった。しかし臨床的に詳細な検討は少なく,今回我々は green 

light の効果を出生体重群別に blue white light と比較検討した。 


